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評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

 
１ 今年度の最終評価について 
  (1) 学習指導 

アンケート結果から、先生方が授業改善に努め
生徒に考える時間を提供し、それをまとめたり発
表したりすることを大切にされていることがうか
がえる。 

   毎年課題となっている言語能力の育成に関する
評価が向上している。他者とのコミュニケーショ
ンを図ることが難しい生徒が多い中で、着実に生
徒の力が伸びていると思う。 

 
  (2) 特別活動 

 学校行事や、各種大会に積極的に参加している
様子が見て取れる。商業検定１級や漢字検定２級
の合格者も見られることから、目標を高く掲げて
様々なことに取り組んでいることが伝わってく
る。今後も、生徒に目標を持たせて多くの事柄に
取り組ませていくことが大切であると考える。 

 
  (3) 生徒指導 
      不登校の生徒が増加傾向にある。小学校の頃か

ら不登校で、ネット中毒の生徒もいる。中学校で
は福祉的見地から関係機関の支援を受け、生徒と
保護者等に寄り添うよう心掛けている。高校で
も、引き続き生徒と保護者等の心に寄り添うよう
心掛けていただきたい。 

 
(4) 進路指導 

   アンケートの進路に関する項目の評価が、生徒・
保護者等とも向上している。丁寧な進路指導は、高
校教育の重要なポイントであると考える。 

 
 

(5) 人権・同和教育 
   教職員対象のアンケートで高く評価されている。

先生方が意識統一を図り、チームとして課題に向き
合われている表れではないかと思う。 

   生徒のアンケートで、「学校生活に満足してい
る」の評価が上がっていくように、きめ細かい面談
等を今後もお願いしたい。 

 
 

 
 
 
・今後とも個々の生徒の習熟度を把握し、生

徒が意欲的に活動できる学習環境を整えた
い。 

 
・話すことが苦手な生徒に対する指導方法を

さらに充実させたい。 
 
 
 
 
・集団的行事が苦手な生徒も多いが、日々の

生活や人間関係の構築の中で、特別活動に
も積極的に取り組む生徒が増えたと感じ
る。生徒会を中心に生徒が楽しいと思える
行事の計画や運営を引き続き行っていきた
い。 

 
 
・今後も学期ごとにホームルーム担任を中心

とした面談を行う。また、生徒の実態把握
と教員間での情報交換や保護者等との連携
を行い、より深く生徒を理解することがで
きるよう努める。 

 
 
 
・ホームルーム担任、教科担任、保護者等と

の連携を密にし、個に応じた進路指導を実
践していきたい。また、進路に関する情報
提供とともに講演会等を企画し、効果的な
啓発活動に努めたい。 

 
・チラシの配布等を用いて、生徒が人権問題

を考える機会を増やし、人権意識の高揚を
図りたい。その中で、生徒が悩みを打ち明
けられる雰囲気づくりを、教職員が協力し
て作っていきたい。また、「いじめに関す
るアンケート」を活用し、生徒の実態把握
に努めたい。 
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評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

 
  (6) 保健管理 

昨年度に比べ、新型コロナウイルス感染症拡大
の恐れは大幅に減少したが、今後も気を抜かずに
健康管理に努めていただきたい。 

 
  (7) 安全管理 
      昨今の災害状況は生徒たちも十分理解・確認でき

ているので、緊急時の対応について今後も防災意識
を高めるために、学校でも家庭でも、日頃から対策
に努めてほしい。 

 
 
  (8) 特別支援教育 
      定時制には、他者とコミュニケーションを図るの

が難しい生徒も多いが、きめ細かい指導のおかげ
で、着実に力が伸びていると思う。 

 
 
  (9) 研修 
   本校のように、コミュニケーションの苦手な生徒

にとって、ＩＣＴ機器は有効に使えるのではないかと
思う。ＩＣＴ機器に慣れることは大事だと思うが、ノ
ートを取ること、対面で発表し合うことなど、従来
のやり方にもこだわっていただきたい。 

 
 (10) 保護者等との連携 
      中学校においても不登校傾向の生徒が増加してい

るため、福祉的見地から関係機関の支援を受け、生
徒と保護者等に寄り添うよう心掛けている。高等学
校においても、普段から保護者等との連絡を密に
し、学校と家庭との連携に努めることが不可欠であ
ると考える。今後も、学校と家庭との連携強化に努
めていただきたい。 

 
(11) 業務改善 

   中学校においても超過勤務時間が80時間を超えて
いる先生が多い。年休、特休を取得しやすい環境づ
くりに努めているところである。引き続き、休暇を
取得しやすい環境づくりに努めてほしい。 

 
２ 重点目標について 
  日頃からきめ細かな指導がなされている。その一方

で、生徒の学校生活への満足度がやや低いように思
う。生徒にとって居心地のいい学校となるように、今
後も面談等を通じて、生徒に寄り添ってもらいたい。 

学校行事や各種行事に積極的に参加できている。ま
た、資格取得など、目標を高く掲げて様々なことに取
り組んでいる。今後も生徒に目標を持たせて取り組ま
せることが大切である。 

   
３ 説明・公表について 
  ホームページの更新や「八定だより」の毎月の発行

など、学校生活を可視化できることが、情報発信や生
徒理解につながっている。２時間続きの公開授業、体
育祭など、子供たちの表情や態度を見ることができ
た。このような場の提供を継続してもらいたい。 

 
４ その他（学校運営についての要望） 
  新型コロナウイルス感染症拡大の恐れは大幅に減

少したが、今後も気を抜かずに健康管理に努めても
らいたい。今後も教員が意思統一を図り、チームと
して課題に向き合ってほしい。 

 

 
 
・食べること、運動すること、よく眠ること

が健康の源と考え、引き続き基本的な生活
習慣の確立と、校内での健康観察等に気を
配りたい。 

 
・日ごろから情報を提供し、緊急時には、迅

速な対応ができるよう徹底していく。家庭
や就業先で被災した際にも、落ち着いて行
動できるよう災害に対する備えを徹底させ 
たい。 

 
 
・生徒の実態把握と教職員間の情報共有に努 
 め、個に応じた対応を今後も実践していき 
 たい。また、保護者等や諸機関との連携を

図りたい。 
 
 
・ ＩＣＴ機器の使用は、目的ではなく手段であ

ることを明確にし、生徒の学習意欲の向上
を促し、生徒が学校生活に満足できるよう
研修を通して、教科指導力を伸ばしていき
たい。 

 
 
・普段から保護者等との連絡を密にし、学校

と家庭との連携強化に努める。また、学校
行事に、より多くの保護者等に参加してい
ただき情報交換の場にすることができるよ
う、学校行事に関する連絡を可能な限り早
く行い、保護者等が参加しやすい状況づく
りに努める。 

 
 
・引き続き、休暇を取得しやすい環境づくり

に努め、職員の心身のリフレッシュを図
り、やりがいと生きがいを持って働ける職
場としたい。 

 
 
・少人数の利点を生かし、個に応じた細やか

な指導で、学力の定着や資格取得を支援す
るとともに、社会性や豊かな人間性の育成
に努めたい。 

 
 
 
 
 
 
・更に生徒、地域、保護者等が興味や関心を

抱くような情報発信に努め、本校定時制の
正しい情報が伝わるようにし、地域の要望
に応えられる学校を目指したい。 

 
 
 
・生徒の心身の健康が保たれるようにしてい

きたい。また、教員どうしのコミュニケー
ションをより一層図っていきたい。 

 


